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資料 6  ソフトコンポーネント計画書 

1  ソフトコンポーネントを計画する背景 

ソロモン国ククム幹線道路向上計画は、ソロモン国の首都であるホニアラ市で唯一の幹線

道路であるククム幹線道路に恒常的に生じている交通渋滞を解消することを目的としており、

交通渋滞の発生源のひとつである中央市場周辺の交通混雑を緩和するため、同市場周辺の道

路施設の整備が計画されている。具体的には、バスベイ改良、横断歩道設置、横断地下道改

修、道路横断防止柵設置を行うことを計画しているが、過去に同様の目的で横断地下道およ

び道路横断防止柵が設置されたものの、横断地下道は照明や警備等の安全面で管理が不十分

であったため継続的に利用されず、ゴミや排泄物で不衛生な状態となったため閉鎖された経

緯がある。それに伴い道路横断防止柵が撤去されたことにより、中央市場を利用する歩行者

が無秩序に車道を横断するために交通渋滞が生じており、車両との接触事故発生の危険性も

高くなっている。再度このような事態に到ることなく、横断地下道が継続して歩行者に利用

されるために、夜間施錠・清掃・警備等の横断地下道の管理が必要である。また、信号の維

持管理は困難と判断されることから中央市場前の横断歩道は誘導員による交通誘導が計画さ

れているが、車両および歩行者の交通量が非常に多いため、渋滞が緩和されかつ横断歩行者

の利便・安全が確保されるためには、適切な誘導員の配置計画と、同員による車両と歩行者

の効率的な誘導が必須である。 

これら施設の運用管理を最初から全面的に先方に任せた場合、管理責任分担が不明確で必

要な運用管理が行われない、適切な方法で運用管理が行われない等の要因により、期待され

る事業効果が十分発現しない恐れがある。特に交通流改善に伴い、交通事故の危険性も高ま

ることにも鑑みて、ソフトコンポーネントによりこれら施設が適切に運用管理されるととも

に交通安全が促進されるための体制および方法を構築するための立ち上げ支援が必要であ

る。 

 

2  ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントの実施による技術指導を通じて、本プロジェクトで中央市場周辺に

整備するバスベイ、横断歩道、横断地下道、道路横断防止柵が継続的かつ適切に利用される

ための基盤を構築する。 

 

3  ソフトコンポーネントの成果 

・本プロジェクトで中央市場周辺の交通渋滞対策として整備するバスベイ、横断歩道、横断

地下道のそれぞれの管理者および運営管理方法は明確にされていないが、ソフトコンポー

ネント実施により管理者が明確にされ最適な運営管理方法が構築される。 

・中央市場前の無秩序な道路横断はホニアラ市中心部の交通渋滞の原因となっているが、バ

スベイ、横断歩道、横断地下道、横断防止柵が設置され、これら施設が適切かつ継続的に

運営管理されることによる交通渋滞緩和と交通安全向上がなされ歩行者の利便・安全が確

保される。 
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4  成果達成度の確認方法 

本プロジェクトで中央市場周辺に整備するバスベイ、横断歩道、横断地下道、道路横断防

止柵の運用状況について、以下の調査を行い成果達成度を確認する。アンケート調査数は歩

行者約 100 名、運転手約 30 名程度とする。 

 

確認項目 確認手法 確認者 タイミング 

バスベイが効率的に運

用されているか。 

利用者評価をアンケー

ト調査 

コンサルタント、バス

協会 

施設の供用開始直後及

び運営方法改善後 

中央市場前の横断歩道

は適切に交通誘導され

ているか。 

利用者評価をアンケー

ト調査 

コンサルタント、 

交通警察官 

施設の供用開始直後及

び運営方法改善後 

横断地下道が想定した

利用者数（ピーク時約

600 人／時）に利用され

ているか。 

交通量調査 コンサルタント、 

市役所施設管理者 

ソフトコンポーネント

終了時 

横断防止柵を越える横

断者がいないか。柵の一

部が壊されたり撤去さ

れていないか。 

目視調査 コンサルタント、 

交通警察官 

ソフトコンポーネント

終了時 

中央市場周辺の交通渋

滞が解消されたか。 

走行速度、渋滞長を調

査し現状と比較 

コンサルタント 

交通警察官 

ソフトコンポーネント

終了時 

注：走行速度、渋滞長の調査は準備調査報告書に示す現状と比較できるよう準備調査時と同様な 

測定方法とする。ただし測定範囲は本プロジェクトの協力範囲とする。 

 

5  ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

日本側の投入計画 

日本人の交通専門家 1名(国内 0.3MM、現地 3MM)および現地傭人技士 1名(3MM)が以下の活

動を行う。業務の内容から日本人交通専門家は各付３号以上の経験を有する技術者とする。 

・先方関係機関（インフラ開発省、市役所、交通警察、バス協会、中央市場）と協議し、本

プロジェクトで整備するバスベイ、横断歩道、横断地下道、中央市場駐車場の管理責任者

を明確にし、施設の運用管理方法を検討する。 

・施設の供用開始時から先方担当者と共同して運用管理方法を試行し、最適な運用管理方法

を確立する。その後、継続して運用管理されることを確認する。運用方法、組織の役割と

責任分担については関係機関の合意文書を取り付ける。 

・歩行者および運転者の適切な施設利用を促すため、先方担当者と共同して利用・交通安全

啓蒙ポスターやパンフレットを作成し、中央市場周辺で掲示・配布を行う。記載内容は、

バス停、中央市場駐車場、横断歩道、横断地下道、等の利用ルール、等である。 

・交通警察官を対象にセミナーを実施し、中央市場周辺およびククム幹線道路の交通安全と

渋滞緩和のための交通管制について提言を行う。 

投入期間は国内作業 6日間、現地作業 3ヶ月間とする。 
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相手国投入計画 

相手国側は、本プロジェクト実施機関であるインフラ開発省が中心になって、関係機関で

ある市役所、交通警察、バス協会、中央市場管理事務所のスタッフから構成される中央市場

周辺道路施設の運営管理体制を組織し、日本人交通専門家と協議し、本プロジェクトで整備

するバスベイ、横断歩道、横断地下道、中央市場駐車場の管理者を明確にし、その運用方法

について協議・策定し、施設を適切かつ継続的に運用管理する。中央市場前の横断歩道は誘

導員（夜間を除いて常駐、合計 4～6名）を横断地下道は開閉・警護・清掃担当者（1名）を

継続的に配置する。 

ソフトコンポーネントのカウンターパートは、インフラ省交通インフラ局交通政策計画課

技術者（1名）、市役所施設管理係員（1名）、交通警察官（2名）、バス協会会長、中央市

場管理事務所長から構成されると見込まれるが、これらカウンターパートが所属する組織は

既存の類似施設を管理している組織であるため、人員確保や担当者の能力等の面で問題はな

いと考えられ、また横断歩道誘導員や横断地下道管理員を配置するための経費分担は明確に

されていないが、インフラ省の責任で調整されるため問題ないと考えられるが、確実な実施

と持続性を担保するため、調査および事業開始後に実施コンサルタントが適宜フォローを行

う。なお、係員傭上に必要な年間経費は約 18 万ソロモンドルと見積られ、これは 2013 年度

のインフラ開発省交通政策計画予算の約 1.8％相当であり、問題なく手当されると考えられ

る。 

 

6  ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

交通専門家は、関連施設の計画経緯を理解し、本業務実施にあたっては施工監理者と連携

する必要があるため、本プロジェクト施工監理コンサルタントから派遣する。 

これに加え、短期間にソフトコンポーネントを効率的に実施し、成果を上げるためには、

現地事情に精通した現地技術者の業務支援が必要であるため、アシスタントとして現地技術

者 1名を傭上する。日本人専門家は、業務主体としてソフトコンポーネントの企画、関係機

関との協議、実施管理を担当し、現地技術者は主に関係機関との連絡・調整、サイト状況調

査、アンケート調査等を分担する。現地技術者は、経験 10 年以上の交通専門家または土木技

術者とする。 

 

7  ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントの実施時期は、中央市場周辺交通渋滞対策工の完成に合わせて実施

する。具体的にはバスベイ、横断歩道および横断地下道が完成し、道路横断防止柵を設置す

る直前にソフトコンポーネントを開始する。 

国内作業にて実施準備を行った後、現地にて関係者と合同の協議を行い、施設の運営・管

理体制を構築後に、横断地下道を供用開始し、道路横断防止柵の設置と同時に横断歩道の運

用管理を開始する。それ以降、横断地下道および横断歩道等の施設の運用管理状況を調査し、

課題と対策案等を実施状況報告書にまとめる。提案する対策案がこれら施設の運営管理に反

映されるよう指導し、再度、運営管理状況を調査し、提言等を完了報告書をまとめる。 
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実施工程の詳細を以下に示す。 

 
 

8  ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネントの成果品は以下のとおりである。 

・中央市場周辺の交通施設の管理体制および運用管理方法 

・中央市場周辺交通施設の利用啓蒙ポスター、パンフレット 

・中央市場周辺およびククム幹線道路の交通管制への提言 

  

月　

国内作業（作業計画書の作成）

移動（東京→ホニアラ）

現地技術者の傭人

施設の状況確認

実施機関と協議（実施方針等）

関連機関と協議（実施方針等）

中央市場管理者と協議（市場周辺の交通運用方法）

バス協会と協議（バス停の運用管理方法）

市役所と協議（地下道の運用管理方法）

交通警察と協議(横断歩道の誘導方法）

横断地下道管理担当者と協議

横断歩道交通誘導担当者と協議

課題と対策の検討

啓蒙ポスター、パンフレットの作成

横断地下道の運用準備、運用指導

横断地下道の供用開始、利用者の啓蒙活動

横断歩道の運用準備・運用指導

横断歩道の供用開始、利用者の啓蒙活動

中央市場周辺交通施設の運用状況の調査

アンケート調査実施

アンケート調査評価

関係機関と協議（運用方法の課題と対策）

実施状況報告書の作成・提出

施設の運用管理の改善指導

中央市場周辺交通施設の運用状況の再調査

啓蒙ポスター、パンフレットの作成（更新版）、配布

アンケート調査実施（再調査）

アンケート調査評価（再調査）

走行速度、渋滞長調査

関係機関と協議（運用方法の課題と対策）

交通警察官へのセミナー実施

完了報告書の作成・提出

移動（ホニアラ→東京）

3 41 2
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9  相手国側の責務 

相手国の責務は以下のとおりである。 

インフラ開発省：本プロジェクト実施機関および道路管理者として、関係機関と調整し、

施設が継続的かつ適切に運用管理されるよう関係者を監督・指導する。 

ホニアラ市役所：横断地下道の管理者を傭上し、清掃、安全警護、ゲートの開閉を行う。

また横断地下道の維持管理を行い、適切な利用のための啓蒙を行う。 

ソロモン警察 ：中央市場前横断歩道の交通誘導を行う。また、中央市場周辺およびクク

ム幹線道路の交通安全と渋滞緩和のための交通管制や安全教育を行う。 

バ ス 協 会：中央市場周辺およびククム幹線道路沿線のバスベイの適切な運用を行う。

バス運行が効率的に実施されるようバス運転手の教育やバス利用者への

啓蒙活動を行う。 

 

実施可能性と阻害要因 

協力準備調査において、上記について関係機関がそれぞれの責務を実施担当する旨を了承

しており、横断歩道誘導員と横断地下道管理者の配置のための予算は担保される予定である

が、確実な履行のため本体業務の実施中にコンサルタントよりカウンターパートに対してフ

ォローを行う。 

 

阻害された場合の措置案 

インフラ開発省を通して関係機関に施設の運用管理を継続するよう要請する。経費の分担

調整とその予算措置を早期に要請し、関係機関に対して、プロジェクト実施効果を発現し、

交通渋滞が解消および交通安全が確保されるためにはこれら施設の適切な運用管理が必要で

あることを説明し理解を求める。 
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資料 7  モニタリングフォーム案 

環境モニタリングフォーム 

表１ モニタリング計画 

環境項目 場所 モニタリングの方法 評価基準 時期・頻度

大気汚染 工事現場 工事計画および遵守状況の

確認 

工事計画が大気汚染防止

を考慮しているか 

建設開始前 

建設機械および工事車輌の

燃料消費の管理 

燃料消費が工事計画に準

じているか 

毎月 

建設機械および工事車輌の

状況の確認（視認） 

建設機械および工事車輌

に異常がないか 

毎月 

水質汚濁・水象 工事現場 工事計画の確認 工事計画が水質汚濁防止

を考慮しているか 

マタニコ川の流れに対し

て不必要な障害がないか 

建設開始前 

杭工事の確認（視認） マタニコ川の水質汚濁防

止に適切な対策が採られ

ているか  

杭工事の期

間中２週毎 

土、油の流出対策の確認（視

認） 

流出対策が実施されてい

るか 

毎月 

廃棄物 工事現場 建設残土の再利用の状況確

認 

建設残土が再利用されて

いるか 

建設開始前 

土壌汚染 工事現場 建設機械、工事車輌の状態の

確認（視認） 

建設機械、工事車輌に異

常がないか 

毎月 

騒音・振動 工事現場 工事計画および遵守状況の

確認 

工事計画が騒音振動防止

に配慮しているか 

建設開始前 

建設機械および工事車輌の

状況の確認（視認） 

建設機械、工事車輌に異

常がないか 

毎月 

住民移転 工事現場 現地確認、土地所有者に対す

る聞き取り 

移転、補償は適切に行な

われているか 

建設開始前 

既存の社会

インフラや社

会サービス 

工事現場 工事計画の確認  迂回路の設置など、渋滞

緩和対策が盛り込まれて

いるか 

建設開始前 

労働環境・事故 工事現場 工事計画の確認  工事計画が安全に十分配

慮しているか 

建設開始前 

建設機械の状態と運用の確

認（視認） 

建設機械の状態は良好

か、運用は適切に行なわ

れているか 

毎月 

安全対策の実施状況（視認）安全対策は確実に行なわ

れているか 

毎月 

気候変動 工事現場 建設機械、工事車輌の消費量

の確認 

燃料消費量は、工事計画

に基づいているか 

毎月 
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表２ モニタリングフォーム 

環境項目 場所 評価基準 
モニタリング 

日時 結果 

大気汚染 工事現場 工事計画が大気汚染防止

を考慮しているか 

  

燃料消費が工事計画に準

じているか 

  

建設機械および工事車輌

に異常がないか 

  

水質汚濁・水象 工事現場 工事計画が水質汚濁防止

を考慮しているか 

  

マタニコ川の水質汚濁防

止に適切な対策が採られ

ているか  

  

マタニコ川の流れに対し

て不必要な障害がないか

  

流出対策が実施されてい

るか 

  

廃棄物 工事現場 建設残土が再利用されて

いるか 

  

土壌汚染 工事現場 建設機械、工事車輌に異

常がないか 

  

騒音・振動 工事現場 工事計画が騒音振動防止

に配慮しているか 

  

建設機械、工事車輌に異

常がないか 

  

住民移転 工事現場 移転、補償は適切に行な

われているか 

  

既存の社会

インフラや社

会サービス 

工事現場 迂回路の設置など、渋滞

緩和対策が盛り込まれて

いるか 

  

労働環境・事故 工事現場 工事計画が安全に十分配

慮しているか 

  

建設機械の状態は良好

か、運用は適切に行なわ

れているか 

  

安全対策は確実に行なわ

れているか 

  

気候変動 工事現場 燃料消費量は、工事計画

に基づいているか 

  

 

モニタリングの実施 

コンサルタントおよび工事請負者の支援のもと、MID が環境モニタリングに責任を持つ。MID は

ECD および JICA 事務所に、四半期ごとにモニタリング結果を報告する。 
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社会配慮モニタリングフォーム 

表３ モニタリングフォーム（進捗表） 

実施項目 単位 
全箇
所数

進捗（累積箇所） 

担当 2014 年 2015 年 

10～12 月 1～3 月 4～6 月 7～9 月 

1.PAPs リストの最終化       MID,MLHS 

境界測量（MLHS） %      

PAPｓの確定 %      

2.土地所有者との合意       MID 

新マタニコ橋 箇所      

市役所前ランドアバウト 箇所      

旧マタニコ橋 箇所      

ククム・ブラ交差点 箇所      

中央市場 箇所      

3.補償の実施       MID 

新マタニコ橋 箇所      

市役所前ランドアバウト 箇所      

旧マタニコ橋 箇所      

ククム・ブラ交差点 箇所      

中央市場 箇所      

 

表４ モニタリングフォーム（確認事項） 

土地番号: L-      

項目 確認事項 方法 

モニタリング 

日時 
結果 

確認

者 予定 実績 

補償費

の支払

い 

 

プロジェクト実施

前に支払われてい

るか。 

PAPｓおよび

MID に対する

ヒアリング 

2015 年 3

月、8月 

   

再取得価格にて支

払われているか 

支払い証憑の

確認 

   

苦情処

理手続

き 

 

苦情処理手続きの

窓口は、適切に設置

されているか。 

PAPｓおよび

MID に対する

ヒアリング 

2014年 11

月～2015

年 9 月 

2 ヶ月毎

に 1回 

   

苦情処理の内容は、

記録されているか。 

苦情処理記録

の確認 

   

苦情に対して適切

に対応しているか。

PAPｓとの合意は得

られているか。 

苦情処理記録

の確認 

PAPｓおよび

MID に対する

ヒアリング 
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モニタリングの実施 

コンサルタントの支援のもと、MID が土地取得・住民移転モニタリングに責任を持つ。MID は JICA

事務所に、四半期ごとにモニタリング結果を報告する。 
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資料 9  ステークホルダーミーティング議事録 

第１回ステークホルダーミーティング議事録 

 

日時：2014 年 3 月 20 日 9:30-12:00 am 

場所：ホニアラ市ヘリテージホテル 

出席者：添付出席者リスト参照 

 

議題： 

1. 開催挨拶（MID 次官） 

2. プロジェクト・コンポーネント及び環境社会配慮の概要説明（調査団コンサルタント） 

3. コメント及び応答 

4. 閉会挨拶（MID 次官） 

 

主なコメント及び応答は以下のとおりである。 

 

① 地下歩道を開放することで再び汚物等で汚れ、利用されなくなる可能性があるため、近

くに公衆トイレを設置してはどうか。 

⇒公衆トイレはマーケットにあり、新たに設置を現在考えていない。（MID） 

 

② 中央病院前の交差点の改良を考えているか。（中国人協会） 

⇒交差点内に交通島を設置し、チャイナタウンからの右折もスムーズに流れるように設

計する予定である。（調査団） 

 

③ 交通渋滞をどのように解消できるのか。また、将来交通需要予測はどうなっているか。 

⇒新マタニコ橋の拡幅、市役所前のラウンドアバウト改良、また中央市場前のバスベイ

移設や横断歩道の改良で渋滞解消が見込まれる予定である。 

次に、交通需要予測であるが、新マタニコ橋で、3.5 万台（pcu）あり、2033 年時点で、

6.2 万台（pcu）という予測結果が出ている。（調査団） 

 

④ 現在のバス停の延長は不足していると思うが、需要予測をしてバス停を改善しているか。 

⇒中央市場前については、バスの需要調査をして、バス停の延長を決めている。(調査団) 

 

⑤ 今、人口が順調に伸びており、バスやタクシーの台数が多くなっているが、これらの駐

車場についてどう考えているか。 

⇒今回のプロジェクトは渋滞解消が目的であるため、駐車場についてフォーカスしてい

ない。（調査団） 

 

⑥ 中央市場前以外のバス停の改善についてどう考えているか。 

⇒バスベイがないところが多いため、バスベイを設置する。また延長については、現地

状況を踏まえ、設計する。(調査団) 
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⑦ 中央市場前にフェンスの設置を計画しているが、既存のフラワーポットをククム幹線に

活用してほしい。中央分離帯のフェンスの横に並べるなどできないか。（ホニアラ美化協

会） 

⇒フェンスに代わるフラワーポットやその他の植生を設置するような設計を検討する。

(調査団) 

 

⑧ チャイナタウンの将来拡大がさらに見込まれる中、ラウンドアバウトからチャイナタ

ウンに接続している道路で混雑が起きるのではないだろうか。またバスルートの新設も

考えているため、交差点の形状を検討して頂きたい。（バス協会） 

⇒需要予測結果によると、新マタニコ橋を拡幅、旧マタニコ橋の架け替えが実施される

ため、渋滞が緩和されると予測される。（調査団） 

 

⑨ 中央市場前のバス停改良について、現在の駐車場がなくなり、さらにバス停が歩道を狭

めることが予想されるため、地下歩道付近に移設すべきではないか。 

⇒市役所前のバス停を削除するためと、中央市場へのアクセスを確保するために、提案

した位置からさらに西側に移設することは困難である。（調査団） 

 

⑩ Hot Bread Roundabout まで改良すべきではないか。 

⇒優先順位及び予算の関係上、今回は Hot Bread Roundabout まで改良する計画はありま

せん。（JICA 支所） 

 

⑪ 工事中の交通についてどう考えているか。 

⇒施工業者やコンサルタントが警察と一緒に施工計画を作成するが、現在検討している

のは、中央市場前や交差点は夜間工事で対応する。また、本線工事では、片側車線を工

事のために封鎖し、反対側の車線のみで交通を計画している。片側が 8m あり、3車線分

確保できるため、午前中は西行きを 2車線、東行きを 1車線にし、午後は反対にする計

画を検討している。（調査団） 

⇒迂回路や工事中の交通計画を作成を提案します。 

 

5. その他コメント 

⑫ 中央市場に人が集中しているため、渋滞が発生していることが挙げられるため、別の場

所にも市場を作り、人が集中する場所を分散すべき。 

⑬ 立体駐車場も今後の車両の増加に伴い検討すべき事項である。 

⑭ Underpass の横にバス停を設置すれば、Underpass の利用を促せるのではないか。 

 

以上 
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第１回ステークホルダーミーティング 出席者リスト 

NO# Name Organization 

1 Geoffrey .F. Samuel Honiara Bus Association 

2 David Taylor Guadalcanal Plains Palm Oil Limited  

3 Philip Luiramo Kosol Group of Company 

4 Andy Hewson Solbrew /SICCI 

5 Noel Orudiana Solomon Islands Electricity Authority 

6 Carlos Romero World Bank 

7 Glyn Joshua Solomon Islands Ports Authority 

8 Richard Austin Solomon Water 

9 Ronald Ivupitu Solomon Islands Ports Authority 

10 Fred Peter Kings Taxi Service 

11 Lawerence Samani Solomon Telekom 

12 Wendy Ho S.I Chinese Association 

13 Shilling wong S.I Chinese Association 

14 ofani Eremae Solomon Star 

15 Nancy Kwatea Solomon Islands Chamber of Commerce Industry 

16 Carson Korowa South Pacific Oil 

17 Andrew Prakash Ministry of Development Planning and Aid Coordination 

18 Nick West Solomon Islands Electricity Authority 

19 Scott McNamare Department of Foreign Affairs and Trade-AHC 

20 George Mouli Traffic 

21 Keithie Sewolg US Consular 

22 B Sandra BJS Group 

23 D Metijhohn BHC 

24 Bruce Anderson Ministry of Infrastructure Development 

25 Mike Qaqara Ministry of Infrastructure Development 

26 Van Vytvancn European Union 

27 Jimmy Nuake Ministry of Infrastructure Development  

28 Paula Baluliua Asian Development Bank 

29 Mia Kima South Pacific Commission 

30 Gary Hatigeva Island Sun 

31 John Hughes SKM-TSDP 

32 Henry Zimbo Honiara City Council 

33 John Ta'aru Ministry of Infrastructure Development 

34 Luke Kiddle New Zealand MC 

35 Eric Lui Department Foreign Affairs & Trade 
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第２回ステークホルダーミーティング議事録 

 

日時：2014 年 8 月 27 日 9：30～12：00am 

場所：ホニアラ市キタノメンダナホテル 

出席者：添付資料参照 

 

議題： 

1. 開催挨拶（MID 次官及び JICA 支所長） 

2. プロジェクト・コンポーネント及び環境社会配慮の概要説明（調査団コンサルタント） 

3. コメント及び応答 

4. 閉会挨拶（調査団総括） 

 

主なコメント及び応答は以下のとおりである。 

中央市場周辺渋滞対策に関するコメント 

(1) 本プロジェクトはホニアラ市の交通問題を解決するため優先度の非常高い事業である。ホニ

アラ市は、交通安全・渋滞対策として、既存の地下道を清掃し、昨日から再開放したところ

である。本プロジェクトでソフトコンポーネントが計画されているが、これは大変有効であ

る。アンダーパスや横断歩道が有効利用されるためにはソフトコンポーネントによる利用者

の啓蒙活動が必要である。（市助役） 

(2) ソフトコンポーネントへの交通警察の参加については、MID がメンバーである National 

Transport Board が圧力をかけることができる。（MID） 

(3) 中央市場周辺の中央分離帯フェンスは歩行者の乱横断を防ぐために必要である。（市助役） 

(4) 西行きバスベイはもっと地下道の近くに設置すべきではないか。（市助役） 

→バスベイの位置は、バス利用者の利便とバスベイ間隔を検討して計画されている。地下道

はバスベイから遠くはない。（MID） 

(5) バス停間にある道路横断は危険ではないか。 

→ 交通誘導員が交通整理するので安全が確保される。（調査団） 

(6) 中央市場駐車場の駐車料金は高すぎるため路上駐車が多く、これが中央市場周辺の渋滞を招

いている。（中国人協会） 

→ 駐車料金は、市場の維持管理費に充てられており適正である。（市助役） 

(7) 本プロジェクトにより渋滞が緩和されることは、タクシー業界にとってはたいへん有り難い。

更なる渋滞対策として、市民は個人車でなくタクシーやバスなどの公共手段を利用すべきで

ある。（タクシー協会） 

 

ククム幹線道路改修に関するコメント 

(8) ブラ交差点は冠水することが多いが、排水計画はどうなっているのか。 低い部分はどうす

るのか。 
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→ 山側から流れ込む水が交差点周辺を冠水しているが、これを排水するため側溝とパイプ

によりクリークへ排水する計画となっている。（調査団） 

→ 低い部分が冠水の誘発原因となっているため、高くすることで排水を確実にする計画で

ある。（MID） 

(9) 交通量が多いため、工事中は大変な交通への影響が懸念される。その対策はどうなっている

か。 

→ ４車線のうち工事による通行止めは１車線に限り、他の３車線は通行できるよう施工計

画している。中央市場の区間や交差点の工事は基本的に夜間工事を計画している。（調査団） 

(10)ユーティリティの移設に関して、コスト、責任、時期、対象箇所等について、協議が必要で

ある。（SIEA：電力会社） 

→ 早急に調整会議を行なう予定である。（MID） 

(11)街路灯の整備はどのような計画か。 

→ 改修するランドアバウトに５ヶ所街路灯を新設する。壊れている９ヶ所の街路灯を補修

し、また中央分離帯の位置の移動に伴い５ヶ所の街路灯を移設する。（調査団） 

 

(12)Fish Market は公的に認められた施設ではなく、また通過交通の障害になっているが、すぐ

に撤去することはできないため、この対策については、今後、市役所が検討する。（市助役） 

 

環境社会配慮に関するコメント 

(13)特になし 
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第２回ステークホルダーミーティング 出席者リスト 

NO# Name Organization 

1 Gideon Bouro Secretariat of the South Pacific (SPC) 

2 Wendy Mark-Lamani MID 

3 Philip Luiramo Kosol Group of Company 

4 Mike QaQara MID 

5 Kevin Teferomu MID 

6 Ben Bilua Island Sun Newspaper 

7 Fred Peter Kings Cab (Taxi Association) 

8 Rollins Suluia SIEA 

9 Kenneth Laeta SIEA 

10 Mathew Quan S.I. Chinese Association 

11 Wendy Ho S.I. Chinese Association 

12 Lisa Sugumanu MDPAC 

13 Jimmy Nuake MID 

14 Luke Kiddle NZ High Commission 

15 Chris Laekalia Royal Solomon Islands Police Force 

16 Carson Korowa South Pacific Oil 

17 Geoffrey Samuel Buses Association  

18 John Ta’aru MID 

19 Paula Baleilevua ADB 

20 Charles Kelly Honiara City Council 

21 Harry Rini MID 

22 Jay Bartlett  Hatanga Company/Solomon Islands Chamber of Commerce & Industry 

23 H.E Victor Yu Republic of China (Taiwan) 

24 Tony Koraua Solomon Islands Chamber of Commerce & Industry (SICCI) 

25 Ofani Eremae Solomon Star Newspaper 

26 Nancy Kwalea SICCI 

27 Hon. Bodo Dettke ITA Hardware  
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資料 10 参考資料 

 

調 査 名：ソロモン諸島国ククム幹線道路向上計画準備調査 

番

号 
資料の名称 

形態 

図書・ビデオ

地図・写真等

オリジナル・

コピー 
発行機関 発行年 

1 National Development Strategy 2011-2020 図書 コピー 
Ministry of Development Planning and 

Aid Coordination 
July 2011 

2 National Transport Plan 2011-2030 図書 コピー 
Ministry of Infrastructure and 

Development 

October 

2010 

3 Solomon Islands National Infrastructure Investment Plan 図書 コピー 
Ministry of Development Planning and 

Coordination 

December 

2012 

4 Geology of the Honiara Area 図書 オリジナル Ministry of Natural Resources 1979 

5 Geology and Geophysics 図書 オリジナル Ministry of Natural Resources 1982 

6 Specification for Road Maintenace 図書 コピー 
Ministry of Infrastructure and 

Development 

February 

2013 

7 Honiara Climate Data 図書 コピー Solomon Islands Meteorological Service 2013 

8 2009 Population & Housing Census 図書 コピー 
National Statistics Office 

Ministry of Finance and Treasury 
2009 

9 Website of the Solomon Islands National Statistics Office ウェブサイト コピー 
The Solomon Islands National Statistics 

Office 
2009 

10 The World Factbook ウェブサイト コピー CIA 2013 

11 SOLOMON ISLANDS STATE OF ENVIRONMENT REPORT 2008 図書 コピー 
Ministry of Environment Conservation 

and Meteorology 
July 2008 

12 Pacific Climate Change Science Program 図書 コピー 
Solomon Islands Meteorological 

Service/Australian Government 
2011 

13 Environmental Impact Assessment Guidelines パンフレット コピー 

Ministry of Environment, Climate 

Change, Disaster Management and 

Meteorology 

 

14 Justice for the poor, Briefing Note Volume4 Issue3 図書 コピー World Bank April 2010 

15 Justice for the poor, Briefing Note Volume6 Issue1 図書 コピー World Bank 
February 

2011 

16 World Malaria Report 2013 図書 コピー World Health Organization 2013 
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